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障害者グループホーム等運営費補助事業

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 主管課 障害者支援課

会計 小事大事
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目項

03 01 02 03 56

対象

小規模のグループホームの運営に要する経費の一部を補助する。

障害者自立支援法が平成１８年１０月から完全施行され、グループホームへの報酬も月割り
から日割に変更され、多くのグループホームの運営費は減収となった。それに対し千葉県は
グループホームの運営の安定化のため平成１９年度から補助を実施。平成２０年４月には国
の報酬単価が改定されたが依然グループホームの運営は厳しく、県事業としてグループホー
ムの運営に対する補助が継続されている。市もそれに合わせ補助を行っている。

小規模のグループホーム事業所の適正な運営を確保する。

主管課長小西　和典高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

流山市が援護を実施してい
る入居者のいる小規模のグ
ループホーム

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

対象施設への入居者数 69 85 70 人 ↗↗↗

平成2７年度

10,734,847 13,281,935

0.34

14,660,760

5,572,060 6,640,968 7,330,380

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

11,909,547 14,562,035 16,994,860

グループホームは、障害者の自立した
社会生活を促進するための施設であ
り、障害者が地域で暮らすための社会
資源として整備が進み、施設数が増加
している。そのため、利用者数も増加
しており、それに応じて運営費補助も
増加傾向にある。

平成2６年度 平成2８年度

1,174,700 1,280,100 2,334,100

0.17 0.17

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ｂ　必要性は変わらな
い

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切であ
る

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

対象施設及び、新規利用者が増加して
いるため、利用実績を基に対象者の把
握を正確に行う。

④今後の
改善計画

国保連からの伝送請求情報を基に、各
月の給付費の積み上げを正確に行うと
ともに、対象者の把握を正確に行う。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した
取組

新規利用者の把握を正確に行い、利用
実績に基づく適正な補助金交付を行
う。

国保連からの伝送請求情報を基に、新
規入居者を中心とした入退所を正確に
把握に行った。また、対象施設の対象
経費を精査し、適正な補助金交付を
行った。


